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空間メディアコンファレンス 2025 デモ展示 

 

発表題目 空間フィルターを有する薄型装置から垂直に浮き上がる空中サイネージの形成 

 
 

 

 

 

!"#$%&'(  

日本信号株式会社 

研究開発室 第１Ｒ＆Ｄ部  
細野桜斐 
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薄型装置デモ機は，ビームスプリッター，ハーフ
ミラー，空間フィルター，再帰反射材を使用した

光学系と光源で構成されます． 
薄型装置から垂直に浮き上がる空中サイネージ

を観測することができます． 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

発表題目 
視覚的障害物を仮想的に透明化する超多眼系の実装とその実空間との 

整合性向上に関する一検討 

 
 

 
 

 
写真・図 

（デモの内容を示す写真や図を 
張り付けてください。 

著作権の侵害等に 
ご注意ください。） 
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東京理科大学大学院・国立情報学研究所 

渡辺哲生 
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RGB-Dカメラと平面ディスプレイおよびレ

ンズアレイで構成された裸眼立体表示系
を用いて視覚的障害物の仮想的透明化を

再現する展示です。色々な視点から観察し
ても、同時に複数人で観察しても、表示系

の奥の空間を立体的に観察することがで
きます！カメラと表示系の間に障害物を

配置すると、まるで障害物を透明化して観
察しているような体験が得られます！ぜ

ひ体験してみてください！ 
 

 

  



 

 

 

発表題目 タイリング転写を用いた大型フルカラー積層 CGVH の作製 
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関西大学 光情報システム研究室 

山本智哉 西寛仁 松島恭治 
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タイリング転写法を用いて製作した 18cm 角
の大型フルカラー積層計算機合成体積ホログ

ラム(CGVH)をデモする．これはレーザーリソ
グラフィで描画したRGB各色の3 枚の原版CGH

をフォトポリマーにコンタクトコピーして作
製した CGVH を積層したものである． 

  
タイル数8×8のタイリング転写を行った 3 枚

の原版 CGH は，それぞれ約 1,000 億ピクセル
を有し，視域角が約 33 度以上となっている．

タイリング転写に伴うタイル境界もほぼ見え
ず，明るく鮮明なフルカラー再生像を確認す

ることができる． 

 

 

発表題目 デニシュク型波面プリンタによるフルカラー積層 CGVH の作製 
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関西大学 

吉本和生 西 寛仁 松島恭治 
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デニシュク型波面プリンタを用いて描画した

RGB の計算機合成体積ホログラム(CGVH)を 3 枚
重ねて作製したフルカラー積層 CGVH をデモす

る．波面プリンタは，レーザリソグラフィで描画
した CGH を転写して CGVH を作製する方法に比

べ，短時間で CGVH を描画できる特徴を有する． 
 

各色の CGVH の総ピクセル数は 41 億 pix，ピク
セルピッチは 0.87μm×0.87μm，視域角は 15.8

×15.8 度であり，サイズは約 5.5cm 角である．
ホログラムの20cm奥に平面カラー画像が浮かん

だ光学再生像では，計算に用いた原画像とよく
一致したカラーを確認できる． 
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(a)物体像に合焦! (b)ホログラム面に合焦!
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発表題目 ライトフィールド表情通信システムの筋電位を用いた評価 
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東京農工大学・深野弘一郎、高木康博、 
IMAGICA・由良俊樹、フォトロン・村上哲也 
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本研究では、ライトフィールド表情通信システ

ムの有効性を、利用者の表情筋筋電位(EMG)を測
定することで評価した。表情を知覚した際の感

情変化を、表情筋 EMG を用いて評価できること
が知られている。そこで、ライトフィールド表示

した表情と、2D 表示した表情を観察した被験者
の表情筋 EMG 活動を比較し、ライトフィールド

表情通信システムが利用者の感情に与える影響
を評価した。デモ展示では、来場者の顔をライト

フィールドディスプレイにリアルタイム表示
し、ライトフィールド表示と 2D 表示の違いを体

験できる。 

 

 

発表題目 イベントセンサを用いた位相シフトディジタルホログラフィ 
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PQ 2RS K2TU 2VW 2

)*+,-  

本デモでは，参照光に位相変調を施し，ホログ
ラムの変化をイベントカメラによって記録す

る．イベントカメラの高い時間分解能を活用す
ることで，1 回の位相変調で複数の「ホログラ

ムの対数差分」を取得することが可能となる．
これにより，位相シフトホログラムの撮影時間

を大幅に短縮できる． 
図 1に，ホログラム撮影に用いた光学系の構成

を示す．撮影対象には，OHP シートに印刷した
画像を透過型物体として使用した．また，使用

機器の詳細については表 1に示す通りである．
本研究の成果は国立研究開発法人情報通信研

究機構（NICT）の委託研究（JPJ012368C06801）
により得られたものである． 
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発表題目 !"#$ %&'()*+,-./01234564789:;)<=>,?@A/B CDEF
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関西大学 

多田健悟 西 寛仁 松島恭治 
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NeRF を用いて生成した自由視点画像から光線サ
ンプリング面を用いて計算した全方向視差高解

像度計算機合成ホログラム(FPHD-CGH)をデモす
る．この FPHD-CGH は，カメラ撮影した実物体の

像とポリゴン法で計算した仮想物体の像が混在
するシーンを再生する RGB カラーフィルタ方式

のフルカラーCGH である． 
 

花瓶と花が実物体，テーブルが仮想物体となっ
ている．CGH のサイズは約 10cm 角で，総ピクセ

ル数は約 340 億，視野角は水平・垂直方向とも
に約 31 度である．デモでは実物体と仮想物体が

違和感なく再生されていることを確認できる．!

 

 

発表題目 3D Gaussian Splatting の幾何学的量を用いた CGH 計算手法の検討 
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法政大学 大学院情報科学研究科 小池 優太郎 

法政大学 情報科学部 小池 崇文 
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これは従来の CGH 手法である点光源法と、我々

の提案手法を比較・体験できるデモである。 
我々は 3D Gaussian Splatting が持つ幾何学的

量（中心座標・分散・回転）に着目し、省メモ
リかつ高速に CGH を計算する新たな手法を提案

している。 
デモでは 2 つの手法による CGH 生成を Web ブラ

ウザ越しにおこない、その品質や計算時間など
の指標とともに比較できる。操作としては平行

移動や回転、光の伝搬距離の変更などができ
る。GPU を用いることで点数 2,500 の点光源法

計算を 10 秒以内におこなっている。 
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発表題目 粗インテグラル表示における大規模多視点レンダリングの高速化 
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筑波大学 大森広登 
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iP!"ne#iPa$ を利用した%インテグラル表
示方式の裸眼立体ディスプレイを展示する。

モ&イルデ&イスにレンズアレイを取り付
けるだけの'(な構成で、裸眼立体表示が可

能になる。本装置では、視域)大のた*にア
イトラッ+ングを利用して、観察者に,従し

ながらレン-リングを行う。%インテグラル
表示における多視点レン-リングの高速化

のた*、クラスター.位のカリング/理を実
装した。これにより、モ&イルデ&イス上で

大01視点のリアルタイムレン-リングが
可能になった。 

 

 

 

発表題目 コーナーキューブプリズムアレイを用いた超薄型光学系による空中表示 
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日本信号株式会社 

内田 2太3  
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4薄型光学系のデモ機は 25cm角のコー5ー+ュ

ーブアレイとビームスプリッターを積層した光
学系と光源で構成されます。 

4薄型光学系によって得られる光源の空中像を
観察することができます。 
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発表題目 ２層表示空中像ディスプレイの提案 
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東京農工大学・6789  高木康博 
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:回、;れ;れは、薄型で<層表示可能な空中デ
ィスプレイを開発した。従来の空中像表示では、

表示装置に奥行きがあり、<=の空中像を表示
するには<>の表示装置を?み合;@るABが
あることがCDであった。開発した方法では、E
光を利用することで、フラットな構成で、空中像

（F面）と光源（G面）の<面でのH像表示を可
能にする。理I的な光利用効Jは /01 である。

提案法は 234 ディスプレイとの?み合;@にK
しており、LMの大型 234 ディスプレイと?み
合;@ることで、NO、コンサート会場、スタジ
アムなどで利用する空中ディスプレイを実現で

きる。:回は、原理確認のた*に 567234 アレ
イを用いた表示システムを作製した。'

 

 

発表題目 
アイトラッキング型裸眼 3D ディスプレイにおける部分的に遮蔽された顔に対応する

瞳孔 6DoF 推定手法の比較 
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法政大学大学院 情報科学研究科 山田 PQ  
法政大学大学院 情報科学研究科 R田  恭S  

法政大学 情報科学部 小池 崇文 
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Tララックス&リア 方式の裸眼3Dディスプレイ
では、Uーザーの VW の 3 XY座標のZ定がA
Bになることがある 。しかし、Uーザーの顔に[
\物がある場合、VW位置のZ定]度が^_し、

立体視が`aにな るbcがdこりうる。  
本デモでは、Uーザーの 顔に[\物がe在する

場合でも、[\物にマーカーを装着することで
VW位置を Z定 し、[\物がない場合と同fの
視g体験が可能であることを 示す。 

  

奥行きのhなる '
8 層に表示するディスプレイ'

（手Fが 2，奥が 9）'



 

 

 

発表題目 G6H4I9:;)JKLMN<=>,?@A/B CDEOPQRS8T45UVW47 F
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関西大学 

i田一j  西 寛仁 松島恭治 
 

)*+,-  

ポリゴン法を用いたフルカラー全方向視差高解
像度計算機合成ホログラム(FPHD-CGH)におい

て，k面性表面に&ンプマッピングを行う手法
を提案する．このデモでは，提案法を用いて計算

し，RGB カラーフィルタ方式で作製したフルカラ
ーFPHD-CGH の実物を展示する． 

 
この FPHD-CGH のサイズは 10cm 角，ピクセル数

は約 340 億，視域角は水平垂直とも 32l 以上と
なっている．一辺 8cm の立方体に深さ 4mm のk
面性の&ンプをマッピングしており，あたかも
mnがあるかのようなo影と，視点変化に伴い

移動するpいハイライトを確認できる．  

 

 

発表題目 !"#$%&'()*+,-./0123456789 : ;1234<=>? @ABCD=EFGH I
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関西大学 

iqrs  西 寛仁 松島恭治 
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実物体のFに透明度の高い計算機合成体積ホロ

グラム(CGVH)を配置することにより，実物体の
tuに 3D H像を再生するホログラフィック AR

効果(HARE)ディスプレイをデモする． 
 

ピクセル数約 340 億の CGVH のサイズは約 10cm
角で，視域角は水平垂直とも 33 度以上となって

いる．ホログラムの特徴として視差だけではな
くv確な調wを再生できるた*， 3D H像が実物

体と違和感なくx合するf7を観察できる． こ
のデモでは，RGB の 3 色の CGVH を重ね，yED 照

明光をzり{えることで，各色のホログラム再
生像をzり{えている．   

  

再生像 

(シミュレーション) 

展示の様子 

右視点 正面視点 
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発表題目 
ホログラフィック・コンタクトレンズディスプレイに用いる厚さ 0.1 mm 以下 

のレーザーバックライトの実現!
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東京農工大学・|}~ ,平田•€ ,高木康博 
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ホログラフィック・コンタクトレンズディスプ

レイは、薄さと解像度を•立できるコンタクト

レンズディスプレイの‚一の実現方法である。

しかし、ホログラム表示に用いる位相変調型空

間光変調器は自発光型ではないた*、レーザー

&ックライトがABになる。;れ;れは、コンタ

クトレンズ中心のL薄部に配置できる4薄型レ

ーザー&ックライトの実現方法を提案してい

る。これは、光ƒ波„と :;3 を?み合;@た構

…をも†、ƒ波„内の全反射を利用してレーザ

ービームを空間光変調器の表示面サイズまで<
XY的に)大 できる。:回、‡さ 7<'µ- のˆ薄
‰bで 868--= のレーザービームをŠ射できる

レーザー&ックライトの開発に成‹した。 '

 

 

発表題目 再帰透過光学素子を用いた立体物の空中像提示における視域拡大 
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東京大学・明Œs•  
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本研究は，立体物の空中像を提示するテーブル
トップシステムにおいて，空中像の視域を)大
するものである． 
従来テーブルの一方向にしかなかった視域を)
大し，対面 2 方向からŽ•可能に した． 
 

実際に提案光学系の•体によって，テーブルの
•‘から立体の空中像がŽ•可能であることを

デモンストレーシ’ンする．  
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空間メディアコンファレンス 2025 タイムテーブル 
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空間メディアコンファレンス 2025 講演プログラム 
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 2025 年 7 月 24 日(木) 09:00 - 18:30   
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